





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⒅ 前掲「子供が見捨てられる時代 対談 松本清張 野村芳太郎」
⒆ 渡辺紀行の台本の書き込みによれば、所轄署関係の撮影は1978年８月14日～16日にかけてである。
７月30日のクランクインから28日で撮り終えているので、後半戦の撮影であったと察せられる。
⒇ 例えば、刑事たちの台詞のなかには、どの刑事の台詞なのか指定されていないものがあり、そ
れらの割り振りは現場で行われたと分かる書き込みがある（おそらく助監督の役割）。また、台
詞の追加も書き込まれている。
21 映画「砂の器」の信用度は高く、後年、「砂の器」のリバイバル上映と同時公開されたものに三
村晴彦監督「天城越え」（1983）がある。元々、「天城越え」は公開自体が危ぶまれていたのだ
と三村は述べている。拙稿「松本清張「天城越え」映画化にかけた男たち─清張作品と大船映
画、最後の蜜月─ 後編」（『映像学』2012・3）を参照されたい。
22 おそらく、野村がラッシュ時に感じた「メリハリがない」という不安要素と重なるだろう。
23 「松本清張「ゼロの焦点」、断崖に秘められた想い」（『紀事』日本風土学会 2010・3）
（受理日　2021年１月７日）
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